
 

 

校長室より            第４８号 

「「「「天空高天空高天空高天空高きききき」」」」                     
 平成２５年６月２１日 

 
『KAKEHASHI Project-The Bridge for Tomorrow－』  高水高校が主体となりカナダとの高校生交流事業を５月２４日～２６日に実施しました。 海外高校生との交流ははじめてで、準備期間も限られており、上手くいくかと少々不安に思っていました。しかし、見事な出来ばえで交流会を終えることができました。本当に本校の生徒のホスピタリティー、たくましさ、アイデアには感心し、誇りに感じました。  日本ユネスコ協会そしてポールケイン高校からの礼状、そしてカナダの生徒の感想を読み、あらためて、歴史、伝統や文化が違っても、心は通じ合えるということを、実感しました。心より生徒の皆さんや関係者の方々には感謝致します。  この体験を大切に、そして継続していきたいと思いますし、生徒の皆さんも今回の体験をもとに、日本の伝統文化をもっと深め、ツールとしての語学力に磨きを掛けてください。               

 

  相手を思う「心」を自然な｛形｝で表すことが礼法の神髄だ 小笠原流礼法 



 



 



ポールケインポールケインポールケインポールケイン高校高校高校高校アンケートアンケートアンケートアンケート((((抜粋抜粋抜粋抜粋))))      秋葉原やスーパーコンピューター「K」が良かったです。また日本のテクノロジーや現代文化も非常に面白かったですが、日本の戦争の歴史についても興味を持ちました。広島平和記念資料館や原爆ドームはすごかったです。日本が好きです。必ずまた来たいと思います。              デービッド・ジョーダン・レイド（男子・15 才）   この旅は人生を変えるような経験でした。日本は私が期待していた通り、そしてそれ以 上のものでした。思っていたことと、かなり違う点もありましたが、この旅で悪いところはありませんでした。  宮島の古い歴史から、伝統芸術や原宿のポップカルレチャー、ホームステイで学んだ田植などの手仕事まで、すっかり驚きました。  ずっと私は日本に非常に興味を持っていましたが、この旅行で－番良かったのは、長い 間見てみたいと夢に思っていたことが、実際に見られたことです。  グループ主義の考えにも驚きました。日本人の中にはグルーフ主義を欠点と思う人もいるかもしれませんが、私には強みだと感じました。それがどうして始まったかということ や、それがどんなものか学んでみたいと思いました。またカナダ人とは対照的に、日本人がいかに自分たちの文化に根ざしているかを見ることができました。（この点カナダはとても若い国です）              アイビ－・リン・キース（女子・15 才）   すべてこの訪問は素晴らしい経験でしたが、一番感動したのは、日本の生徒と過ごした時間、そしてホストファミリーと一緒に過ごした時間です。日本文化について私の目を開いてくれた経験でした。どんな風に人を受け入れ仲間にしてくれるか、見せてくれました。ホストファミリーも同じで、うちとけて迎え入れてくれました。友達やホストファミリーとお別れをするときは一番悲しい瞬間でした。ほんの数日しか彼らといなかったのに、こんな気持ちになったのは初めてです。  帰国するときに、皆さんが私にしてくれたような人を受け入れる姿勢を、持って帰りたいと思います。        クリストファー・エドワード・ダンクス（男子・16 歳）   すべてに感動しました。この旅は、月並みに聞こえるかも知れませんけど、これまでの 人生の中で一番素晴らしい経験だったと思います。いままでカナダはおろか、家からもこんなに離れたところには行ったことがなかったので、素晴らしいことでした。でもこの旅は！まったくこの旅は！本当にすごかったです。文化も人々も、環境でさえもカナダとは本当



に違っていました。この経験ができてうれしいかったです。  とりわけホームステイが気に入りました。自分的には、ホームステイのことを結構心配していました。というのも日本語が飛び抜けてできるというわけではないからです。でも ホストファミリーもみなさんも、とてもいい人たちでした。カナダとは本当に違っていま す。もちろんカナダ人もみんなすごくいい人です。でも知らない人には、普通話しかけま せん。私たちが会った生徒はみんなとても良くしてくれました。誰が誰だか覚えているわ けではないのですが、みんなのことを決して忘れないでしょう。ホームステイとともに、 旅で一番良かったことのひとつです。  他に良かったのは風景です。カナダには自然が多くあるのは本当ですが、ここの広々と した森林はただただ美しかったです。日本はビルと人だらけと思い込んでいたので、ある 意味衝撃的でした。たくさんの人々が住んでいるけど、いっぱいの自然もありました。こ れが非常に印象深かったです。  他に何かあるかといわれても絞りきれません。全部が全部すてきだったからです。この 旅はとても素晴らしかったです。私の期待をはるかに超えるものでした。必ずまた来ます。友達や家族を一緒に連れてきて、この日本を見せたいと思います。日本語を磨いて、もっ とこの場所について知りたいです。  大体こんな感じです。最高でした。絶対また来ます。おわり。              キーガン・リンゼイ・スザンナ・ホップズ（女子・17歳）   私は、日本のポップカルチャーのような現代の日本の知識だけをもって日本に来ました。日本を歩き回るうちに、もっとたくさんのことを学びました。そして広くなった目とずっ と続く友だちとのつきあいとともに、日本を離れることになりました。  最初に実際に見た日本は岩国です。美しい自然や豊かな歴史に、今まで感じたことがな いといってもいいくらい心を打たれました。私が一番はじめに感じた本当の日本は、大切 なものでした。日本の豊かな文化や、深く祖先から伝わる思いといったことに気づきまし た。（岩国の交流先の高校で日本のみんなが写真を撮るときにした）ピースサインとか学生服、そしてもっと多くのことが日本にあります。宮島では日本文化に深く心を打たれました。  帰国したら、見てきたことをみんなに伝えたいです。美しくて興味の尽きないこの国を 離れたくありませんし、正直言うと、日本に住むことも本当に考えています。人生を変え るような貴重な機会をいただき本当にありがとうございました。  言葉は、私が今回見つけたもう一つの素晴らしい面でした。日本語は美しいです。ホー ムステイの間、日本語で会話をして、日本の歴史の精神を取り入れようと、たくさんのこ 



とをしました。           ナイアル・ルイーズ・ヒューズ（女子・16 歳）   この旅行で一番楽しかったのは、（高水高校での）学校見学と（生徒が体験させてくれ た）プログラムです。第一に学校がデカかったのですが、でも何よりもすごかったのは、 私たちを出迎えに駆けつけてくれたことです。いままでこんなに歓迎された気持ちになっ たことはありません。なので、みなのホスピタリティーに驚きました。  一日中、学校の「仲間」と過ごしました。信じられないくらい良い人たちでした。みん な私を歓迎し、親しみを持ってくれているのを感じましたし、一日中手助けをしてくれま した。日本の生徒の英語力は見事で、ぜんぜん私の日本語より上手です。  本当に驚いたのは、日本文化が教育に取り入れられていることでした。実際、茶道、空 手、剣道や書道は、生徒にとってとても大切なもの、文化です。  驚くことばかりでした。正直に言うと、この日が人生の経験の中で最高の日でした。                      ミカ・アリス・バーンズ（女子・16 歳）                     

  

  



ＤＪポリス－言葉の力－  サッカー日本代表がワールドカップ（Ｗ杯）の出場を前回と同様、世界で一番に決めました。 6 月４日の夜。前回は大騒ぎになった東京渋谷のスクランブル交差点において、巧みな話術を使って、若者たちに語りかけた、通称「ＤＪポリス」。 皆さんも、テレビや新聞等で、ご存じだと思いますが、機動隊広報係のこの男性隊員と同様の活動を行った女性隊員の二人に、警視総監賞が授与されました。  「「「「サポーターサポーターサポーターサポーターのみなさんはのみなさんはのみなさんはのみなさんは１２１２１２１２番目番目番目番目のののの選手選手選手選手ですですですです。。。。ルールルールルールルールととととマナーマナーマナーマナーをををを守守守守ってってってって喜喜喜喜びをわびをわびをわびをわかちあいましょうかちあいましょうかちあいましょうかちあいましょう」」」」    「「「「通行妨害通行妨害通行妨害通行妨害してはしてはしてはしてはイエローカードイエローカードイエローカードイエローカードですよですよですよですよ。。。。２２２２枚目枚目枚目枚目がががが出出出出るるるる前前前前にににに歩道歩道歩道歩道にににに上上上上がってくださがってくださがってくださがってくださいいいい」」」」    「「「「目目目目のののの前前前前のののの怖怖怖怖いいいい顔顔顔顔したおまわりさんもしたおまわりさんもしたおまわりさんもしたおまわりさんも、、、、みなさんがみなさんがみなさんがみなさんが憎憎憎憎くてこういうことをやってるくてこういうことをやってるくてこういうことをやってるくてこういうことをやってるわけじゃありませんわけじゃありませんわけじゃありませんわけじゃありません。。。。心心心心のののの中中中中ではきょうのではきょうのではきょうのではきょうの日本代表日本代表日本代表日本代表ののののＷＷＷＷ杯出場杯出場杯出場杯出場をををを喜喜喜喜んでいるんですんでいるんですんでいるんですんでいるんです」」」」     どの言葉も、ユーモアとウイットのある楽しい語り掛けですね。 あらためて、言葉の持つ力、影響力そして言葉の大切さを感じました。           
 

スポーツ－オノマトペ－ （（（（番組趣旨番組趣旨番組趣旨番組趣旨よりよりよりより））））    ６６６６月月月月１１１１１１１１日日日日ＮＨＫＮＨＫＮＨＫＮＨＫ番組番組番組番組    「「「「クローズアップクローズアップクローズアップクローズアップ現代現代現代現代」」」」よりよりよりより    
  



““““もちもちもちもちもちもちもちもち””””、、、、““““ぽってりぽってりぽってりぽってり””””、、、、““““どどどどどどどどーーーーんんんん”…”…”…”…こうしたこうしたこうしたこうした擬音語擬音語擬音語擬音語、、、、擬態語擬態語擬態語擬態語＝＝＝＝オノマトペオノマトペオノマトペオノマトペがいがいがいがいまままま、、、、私私私私たちのたちのたちのたちの周周周周りでりでりでりで““““じゅわじゅわじゅわじゅわじゅわじゅわじゅわじゅわ””””とととと増殖増殖増殖増殖しているしているしているしている。。。。いったいいったいいったいいったい何故何故何故何故なのかなのかなのかなのか？？？？番組番組番組番組ではではではでは、、、、オノマトペオノマトペオノマトペオノマトペがががが増殖増殖増殖増殖しているしているしているしているコンビニコンビニコンビニコンビニからからからから国会国会国会国会、、、、さらにはさらにはさらにはさらには医療現場医療現場医療現場医療現場からからからからロボットロボットロボットロボット研究研究研究研究のののの最先端最先端最先端最先端までまでまでまで訪訪訪訪ねねねね、、、、オノマトペオノマトペオノマトペオノマトペ大増殖大増殖大増殖大増殖のののの謎謎謎謎をををを検証検証検証検証。。。。浮浮浮浮かびかびかびかび上上上上がってきたのはがってきたのはがってきたのはがってきたのは、＜、＜、＜、＜音音音音のののの爆爆爆爆弾弾弾弾＞＞＞＞ともともともとも称称称称されるされるされるされるオノマトペオノマトペオノマトペオノマトペがわたしたちのがわたしたちのがわたしたちのがわたしたちの脳脳脳脳にににに働働働働きかけるきかけるきかけるきかける““““ドキッドキッドキッドキッ””””とするようなとするようなとするようなとするような不不不不思議思議思議思議なななな力力力力。。。。そしてそしてそしてそして、、、、複雑化複雑化複雑化複雑化するするするする社会社会社会社会のなかでのなかでのなかでのなかで、、、、自分自分自分自分がががが感感感感じているじているじているじている思思思思いをいをいをいを表現表現表現表現するするするするコトコトコトコトババババがががが圧倒的圧倒的圧倒的圧倒的にににに足足足足りないとりないとりないとりないと感感感感じているじているじているじている人人人人たちのたちのたちのたちの姿姿姿姿だっただっただっただった。。。。世界世界世界世界でもでもでもでも希希希希にににに見見見見るるるるオノマトペオノマトペオノマトペオノマトペ大国日本大国日本大国日本大国日本。。。。日本語日本語日本語日本語ののののミラクルワールドミラクルワールドミラクルワールドミラクルワールド、、、、オノマトペオノマトペオノマトペオノマトペのののの魅力魅力魅力魅力にぐぐぐぐぐぐっとにぐぐぐぐぐぐっとにぐぐぐぐぐぐっとにぐぐぐぐぐぐっと迫迫迫迫りまりまりまりますすすす。。。。        スポーツスポーツスポーツスポーツをしている時によく声を発している人がいます。 例を挙げると、テニスのマリア・シャラポワ選手の「ンアー！！」といったものや、卓球の福原愛選手の「サー！！」といったものなど・・・。 これらのような擬音語・擬態語・擬声語のことを、フランス語源でオノマトペと言います。スポーツをしている時に発せられる擬音語などのことをスポーツオノマトペと言います。 このスポーツオノマトペには、身体や運動機能の促進・制御に働きかけるといった作用もあり、どちらかというと、言葉というよりも音に近いと言えます。また、スポーツオノマトペの機能と効果について見てみると、まず機能の面では、 Ａ  指導時にニュアンスを伝えやすかったり、動きを滑らかにイメージさせやすいといった機能 Ｂ スポーツパフォーマンスの向上といった機能 が挙げられます。 次に効果について見てみると、 ① パワー、スピード ② リズム、タイミング ③ リラックス ④ モチベーション  ⑤ 威嚇・挑発など  といったものが挙げられます。 なかには声を出さなくても効果はあるものも存在します。 その他の効果としては、一つに、自分自身に声をかけることで、“勇気づける”“精神的なゆとりを与える”“理想的なパフォーマンスを実現させる”などといったプラスへの効果をもたらす「セルフトーク（独り言）」といった効果や、本当は効果がないとしても、思いこみや、繰り返し行うことで実際に本質的な心理変化として表れるようになるといった「プラセボ効果」といった効果なども存在します。 



以上のように、「声」を使うことでメンタルトレーニングやスポーツ指導に、より一層の効果をもたらすことができます。ただし、指導において、言語を有効に使わないと効果は期待できません。（参考文献～「スポーツオノマトペ」藤野良孝（２００８）～） 


